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本書は，生涯学習まちづくり活性化方策の実証的展開を論記している． 
「生涯学習まちづくり」の意義と方法，各方面（生涯学習宣言都市，エコ
ミュージアム，スポーツ，グリーンツーリズム，ボランティア，観光，体
験交流）からのまちづくり研究や事例等を満載した研究書である． 
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